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本
土
復
帰
以
降
の
政
府
の
沖
縄
へ
の
向
き
合
い
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

本
年
五
月
十
五
日
、
沖
縄
が
日
本
本
土
に
復
帰
し
て
、
五
十
三
年
が
経
過
し
た
。 

 

こ
の
間
、
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
は
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
以
下
「
沖
振
法
」
と
い
う
。
）

等
に
基
づ
き
、
各
般
の
沖
縄
振
興
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。 

 

沖
縄
の
本
土
復
帰
五
十
三
年
を
迎
え
た
今
日
、
か
か
る
振
興
策
の
実
施
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沖
縄
の
経
済
指
標
が
概
ね
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
特
に
、
貧
困
の
状
況
は
全
国
で
も
最
悪
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
深
く
憂
慮
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
要
因
や
十
分
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
振
興
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

本
土
復
帰
の
半
年
前
に
当
た
る
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
、
新
生
沖
縄
の
た
め
、
日
本
政
府
に
対
し
、
琉
球
政
府
（
当
時
）

の
屋
良
朝
苗
行
政
主
席
（
当
時
）
が
求
め
た
「
復
帰
措
置
に
関
す
る
建
議
書
」
（
以
下
「
屋
良
建
議
書
」
と
い
う
。
）
で

は
、
ま
ず
何
よ
り
も
県
民
の
福
祉
を
最
優
先
に
考
え
、
地
方
自
治
権
の
確
立
、
反
戦
平
和
の
理
念
を
貫
く
、
基
本
的
人
権
の

確
立
、
県
民
本
位
の
経
済
開
発
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
屋
良
建
議
書
が
日
本
政
府
に
示
さ
れ
る
前
に
、
い
わ
ゆ
る
沖
縄
返
還



 

２ 

 

協
定
が
、
衆
議
院
沖
縄
返
還
協
定
特
別
委
員
会
に
お
い
て
強
行
採
決
さ
れ
る
等
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
沖
縄
に
は
多
く
の
米
軍

基
地
が
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
屋
良
主
席
が
「
党
利
党
略
の
為
に
は
沖
縄
県
民
の
気
持
ち
と
云
う
の
は
全
く
弊
履
（
破
れ
た

草
履
）
の
様
に
ふ
み
に
じ
ら
れ
る
も
の
だ
」
と
日
記
に
つ
づ
っ
た
よ
う
に
、
沖
縄
の
意
思
が
本
土
復
帰
当
初
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
無
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。 

二 

沖
縄
の
経
済
指
標
が
概
ね
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
特
に
、
貧
困
を
指
し
示
す
指
標
は
全
国
で
も
最
悪
の
水
準
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

１ 

経
済
指
標
の
う
ち
、
①
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
、
②
子
育
て
世
帯
（
現
役
世
代
）
の
貧
困
率
、
③
い
わ
ゆ
る
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
率
（
生
活
保
護
の
水
準
を
満
た
さ
な
い
収
入
し
か
得
ら
れ
な
い
給
与
所
得
者
の
割
合
、
一
般
的
に
は
年
収
二
百

万
円
以
下
）
、
④
一
人
当
た
り
の
県
民
所
得
、
⑤
一
般
労
働
者
の
年
間
給
与
額
、
⑥
非
正
規
雇
用
率
、
⑦
高
校
進
学
率
、

⑧
大
学
進
学
率
、
⑨
離
婚
率
、
⑩
母
子
世
帯
割
合
に
つ
い
て
、
沖
縄
と
全
国
平
均
の
最
新
の
数
値
を
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
限

り
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

１
で
示
さ
れ
た
指
標
を
踏
ま
え
、
沖
縄
の
経
済
状
況
、
特
に
貧
困
の
現
状
に
つ
い
て
の
認
識
及
び
そ
の
よ
う
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
い
。 



 

３ 

 

 
３ 

沖
振
法
第
五
条
で
は
「
国
は
、
沖
縄
県
に
対
し
、
沖
縄
振
興
計
画
の
円
滑
な
実
施
に
関
し
必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
沖
縄
の
経
済
状
況
、
貧
困
の
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
政
府
が

沖
縄
に
対
し
、
復
帰
か
ら
の
五
十
三
年
間
、
い
か
に
真
剣
に
向
き
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
か
、
そ
し
て
、
真
剣
に
取
り
組
ん

で
こ
な
か
っ
た
か
が
分
か
る
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
の
安
倍
総
理
（
当
時
）
の
発
言
「
沖
縄
が
日
本
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
二
十
一
世
紀
の
成

長
モ
デ
ル
と
な
り
、
日
本
経
済
活
性
化
の
牽
引
役
と
な
る
よ
う
、
国
家
戦
略
と
し
て
沖
縄
振
興
を
総
合
的
・
積
極
的
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
」
か
ら
十
二
年
近
く
が
経
過
し
た
。 

 

１ 

沖
縄
は
、
日
本
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
ほ
ど
成
長
し
た
と
考
え
る
の
か
、
沖
縄
の
経
済
状
況
や

貧
困
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

政
府
は
、
沖
縄
を
日
本
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
位
置
付
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
沖
縄
県
民
か
ら
の
要
望

に
応
え
る
た
め
の
沖
縄
振
興
予
算
は
平
成
二
十
六
年
度
を
ピ
ー
ク
に
削
減
し
、
近
年
は
三
千
億
円
を
下
回
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
政
府
の
姿
勢
は
、
沖
縄
を
日
本
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
や
沖
振
法
の
趣
旨
・
目
的
と

全
く
矛
盾
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 



 

４ 

 

 
右
質
問
す
る
。 


